メルマガ11月号　＜特集＞　活動現場のリスクマネジメント

【４．免責同意書の効力】
●（参考資料）規約条項例文の抜粋（下記関連ワード参照）　　
さまざまな規約から、会員資格、会員証の扱い、除名等、退会・休会、料金の改定、健康状態証明書、個人情報保護などの注意事項に関する条項例文を抜粋しましたので、クラブの規約などを作る際の参考にしてみてください。
＊（注）ここでの「会員」は、NPO法人の正会員とは異なります

第○条（入会資格）

会員は、クラブの趣旨に賛同し、本規約、細則その他クラブが定める事項を確認した上、これらを遵守することを承諾した方で、次の各号の全てに該当する方とします。

（１）満年齢○歳以上の方（○歳以下の場合は、保護者の同意を必要とします）

（２）健康状態がクラブの活動に支障の無い方

（３）暴力団等に関わりを持たない方

（４）その他、クラブが適当と認めた方
第○条（会員資格の取得）

クラブに入会を希望する方は、本所定の手続きを行いクラブの承諾を得た上で、所定の会費を納入した時に、会員資格を取得することができます。

第○条（会員証）

　　１　クラブは、会員に対して会員証を発行します。
　　２　会員証所持者は、クラブの会員として権利を行使できます。

　　３　会員証は、クラブの活動参加時には常に携帯し、クラブから提示を求められた場合は速やかに提示するものとします。

　　４　会員資格を喪失した場合は、会員証をクラブに速やかに返却するものとします。

　　５　会員証は、記載された本人のみ有効であり、転売、譲渡等は一切禁止します。これらの事態が発覚した場合は、本人は会員資格を喪失します。また、クラブに損害があった場合は、本人にその損害を請求することがあります。

第○条（除名等）

　　　クラブは、次の各号の一つでも該当する場合、該当する会員に対し、資格の一定期間停止または、除名することができるものとします。

（１）本規約、その他クラブで定めた事項に反する行為があったとき

（２）施設等を故意または重大な過失により破損したとき

（３）クラブの名誉を傷つけ、または秩序を乱す行為があったとき

（４）会費を○ヵ月以上滞納し、クラブから催告を受けたにも関わらず、支払わない場合

（５）法令に違反する、または社会通念もしくはマナーに著しく書ける行為があったとき

（６）危険な行為、または他の会員に対する迷惑行為があったとき

（７）その他会員として相応しくないとクラブが判断したとき

以上の場合、入会金、会費等に関する一切の金銭の返却はしないものとします。

第○条（退会、休会）＊月会費制の場合の例

　　１　退会・休会に関しては別に定める退会・休会届提出書により書面で行います。

２　毎月1日から15日までに退会・休会の届け出を提出した場合、当月末日をもって退会・休会とします。３　毎月16日から当月末日までに退会・休会届を提出した場合、翌月末日をもって退会・休会とします。

４　休会の場合、月額会費の半分を、休会手数料として毎月支払うものとします。
５　休会から復帰する場合は、別に定める復帰届を提出し、当月27日までに月会費を振り込んだ場合に限り、翌月1日から復帰することができます。

第○条（料金の改定）

　　　クラブは、経済情勢等の事由により、入会金、会費（参加費）等を随時改定できるものとします。
第○条（健康状態証明書）
入会を希望する方の健康状態に関し、クラブで必要と認めた場合に限り、その健康状態を証明できる書類等の提出をいただくことがあります。この証明書は、クラブに参加するにあたり必要な情報として扱うものとし、クラブが責任をもって管理します。

第○条（個人情報保護）

クラブは個人情報保護法の趣旨に従い、誠実に対応します。個人情報保護に関する取り組みは別に定める個人情報保護規定に従います。
　　　　　
以上
